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「どんなまちになってほしい？」

今月の表紙

市制施行20周年記念企画

きっと　もっと　好きになる・ ・

　自分たちの住むまちが「こうだったらいいな」「こ
んな風にしたい」という、未来の八幡平市に向けた
メッセージを20人の小学生に書いてもらいました。
　　20人は、11月15日開催予定の「子ども議会」で、普
段感じていることを質問したり、考えたことを提案
したり、自分たちの意見を表明します（関連23㌻）。

広 報 は ち ま ん た い



新庁舎開庁式では旧松野保育所の園児がくす玉
を割った（平成26年11月25日、現市役所庁舎前）

八
幡
平
市
は
、
平
成
１７
年
９
月
１

日
に
旧
西
根
町
、
旧
松
尾
村
、

旧
安
代
町
の
３
町
村
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
、本
年
９
月
１
日
に
市
制
施
行

20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
面
積
８
６
２
平
方
㌖
の
市
域
に
、

２
万
２
７
８
７
人（
８
月
末
現
在
）の

人
口
を
有
す
る
本
市
は
、豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
観
光
振
興
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、安
代
り
ん
ど
う
を
始
め
と
し

た
農
業
、
商
工
業
、
伝
統
芸
能
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
か
ら
つ
な
い
だ
分

野
に
磨
き
を
か
け
、歩
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、海
外
か
ら
の
誘
客
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

な
ど
、新
し
い
取
り
組
み
に
も
果
敢
に

挑
戦
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
と

特
徴
を
兼
ね
備
え
た
市
で
す
。

　

こ
の
20
年
の
間
、私
た
ち
は
東
日
本

大
震
災
の
発
生
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
、

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
な
ど
、激
し
く

変
化
す
る
社
会
状
況
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。今
後
も
私
た
ち
は
変
化
に
対

応
し
、予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
は
、恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生

か
し
、市
民
の
声
と
英
知
を
集
め
る
こ

と
で
、行
政
課
題
の
解
決
に
果
敢
に
挑

戦
し
、人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と

し
て
、さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

児童・生徒の３人が開庁式でくす玉を割り、新市の誕生を祝った（平成17 年９月１日、
旧市役所本庁舎（現JA新いわて八幡平支所）前）

　

本
市
は
、
９
月
１
日
に
市
制
の
施

行
か
ら
２０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ

発
展
さ
せ
た
本
市
の
魅
力
や
特
徴
を

写
真
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
主
な
出
来
事
を
年
表
で
振
り

返
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

未
来
を
、
市
民
と
共
に
描
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
皆
さ

ん
の
抱
負
や
希
望
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
タ
チ
は
、

は
じ
ま
り

特色ある特産品

拓
い
た
魅
力

・日本一長い雪の回廊

・焼走り熔岩流・八幡平ドラゴンアイ

・為内の一本桜・不動の滝

自然エネルギーの活用

・ホウレンソウ・八幡平マッシュルーム

・八幡平牛・コマクサ杜仲茶ポーク

・八幡平サーモン・地酒「わしの尾」

・安比塗・地熱染め 他にも多数

・生産量日本一の安代りんどう

・県内唯一のスキージャンプ場

・４カ所のスキー場・ラグビー場・射撃場

・相撲場・屋内運動場（全面人工芝）

圧倒的な自然と

充実した観光資源

・地熱発電・水力発電

・日本初の商用地熱発電所「松川地熱発電所」を含む３つの地熱発電所

・地熱発電による電力を核として設立された日本初の地域新電力会社

　「はちまんたいジオパワー」

繋
つ
な
が
り
、 

磨
か
れ

ひ
ら

多彩なスポーツ環境

他にも多数

他にも多数

八幡平市長

　旧３町村が合併した平成17年９月１日。農
みのり

と輝
ひかり

の大地の将来像を掲げ
て誕生した八幡平市への大きな期待に胸を弾ませ、市民の皆さまと共に
喜び合った日から20年という節目の日を迎えました。
　この間、さまざまな課題に直面しながらも、子育て支援、医療提供体
制、にぎわい創出、地熱電力などの豊富な資源の活用などの多くの施策の
充実を図るとともに、旧３町村の特徴を生かした取り組みにより、市民生
活の向上と市勢発展につなげてまいりました。
　一方で、市民の一体感の醸成は、まだ道半ばだと感じています。それぞ
れの地域の良さを認め合い、交流することによって、郷土愛を深めてまい
りましょう。次の10年は、第３次八幡平市総合計画基本構想のもとに、市
民の皆さまと一体となって歩みを進めていきます。

　
　

八
幡
平
市 

市
制
施
行
20
周
年
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平
成
17
年
９
月　

● 「
八
幡
平
市
」誕
生

　
　
　

  

10
月　

● 

初
代
市
長
に
田
村
正
彦
氏
が
就
任

　
　
　
　

11
月　

● 

合
併
記
念
式
典
を
開
催

礎
を
築
い
た

平
成
18
年
４
月　

● 

八
幡
平
幹
部
交
番
、
八
幡
平
消
防
署
が
設
置

　
　
　
　

11
月　

● 

市
民
憲
章
、
市
の
花
・
鳥
・
木
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　

● 

岩
手
県
宮
古
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

平
成
19
年
１
月　

● 

沖
縄
県
名
護
市
と
友
好
都
市
を
締
結

　
　
　
　

３
月　

● 

松
尾
中
、
西
根
中
で
新
体
育
館
が
落
成

　
　
　
　

４
月　

● 

あ
し
ろ
保
育
所
畑
分
園
を
開
所

平
成
20
年
４
月　

● 

雪
冷
房
リ
ン
ド
ウ
培
養
育
苗
施
設
が
落
成

　
　
　
　
　
　
　

● 

安
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
開
始

平
成
21
年
７
月　

● 

市
道
岩
手
山
１
号
線（
岩
手
山
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
）開
通

　
　
　
　

８
月　

● 

大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
落
成

平
成
22
年
３
月　

● 

田
山
小
学
校
新
体
育
館
が
落
成

　
　
　
　

11
月　

● 

八
幡
平
市
民
歌
を
制
定

平
成
23
年
３
月　

● 

東
日
本
大
震
災
。
市
は
支
援
物
資
提
供
な
ど
を
実
施

　
　
　
　

４
月　

● 

西
根
松
尾
地
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
開
始

　
　
　
　

12
月　

● 

松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
落
成

平
成
25
年
11
月　

● 

江
間
章
子
さ
ん
生
誕
1
0
0
周
年
記
念
事
業
を
開
催

平
成
26
年
11
月　

● 

市
役
所
新
庁
舎
が
開
庁

　
　
　
　

12
月　

● 
国
道
2
8
2
号
西
根
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

平
成
27
年
3
月　

● 
J
R
北
森
駅
が
新
庁
舎
隣
に
移
設
開
業

　
　
　
　

11
月　

● 

市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　

● 

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
花か

き卉
生
産
部
会
が
天
皇
杯
を
受
賞

平
成
28
年
２
月　

● 

希
望
郷
い
わ
て
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催

　
　
　
　

10
月　

● 

希
望
郷
い
わ
て
国
体
正
式
競
技
５
競
技
と
デ
モ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ー 

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
１
競
技
を
開
催

　
　
　
　

12
月　

● 

市
起
業
家
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

平
成
29
年
11
月　

● 

小
林
潤
志
郎
選
手
が
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
W
杯
初
優
勝

平
成
30
年
2
月　

● 

大
更
駅
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
営
業
開
始

平
成
31
年
1
月　

● 

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
が
本
格
運
転
開
始

　
　
　
　

3
月　

● 

小
林
陵
侑
選
手
が
日
本
男
子
初
の
W
杯
ジ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
子
個
人
総
合
優
勝
を
果
た
す

令
和
2
年
４
月　

● 

市
消
防
団
を
11
分
団
に
再
編
し
、
始
動

　
　
　
　

６
月　

● 

奥
南
部
漆
物
語
～
安
比
川
流
域
に
受
け
継
が
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

伝
統
技
術
～
が
日
本
遺
産
に
認
定

　
　
　
　

８
月　

● 

八
幡
平
市
立
病
院
が
移
転
新
築

令
和
3
年
６
月　

● 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
市
内
を
小
林

　
　
　
　
　
　
　
　

 

陵
侑
選
手
ら
が
走
る

　
　
　
　

７
月　

● 

ル
ワ
ン
ダ
選
手
団
が
市
内
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
前
合
宿
を
実
施

　
　
　
　

10
月　

● 

松
尾
保
育
所
が
開
所

　
　
　
　
　
　
　

● 

２
代
目
八
幡
平
市
長
に
佐
々
木
孝
弘
氏
が
就
任

令
和
４
年
2
月　

● 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
小
林
稜
侑
選
手
が
金
・
銀
メ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
、
永
井
秀
昭
選
手
が
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

　
　
　
　

3
月　

● 

小
林
陵
侑
選
手
が
２
回
目
の
W
杯
ジ
ャ
ン
プ
男
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

個
人
総
合
優
勝
を
果
た
す

 
 

 
 

　
　
　

● 

平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
落
成

　
　
　
　

８
月　

● 

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比
校
が
開
校

　
　
　
　

９
月　

● 

牛
預
託
施
設「
市
繫
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
」が
開
所

　
　
　
　
　
　
　

● 　

池
貞
藏
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

令
和
６
年
3
月　

● 

安
比
地
熱
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始

　
　
　
　

４
月　

● 「
八
幡
平
市
交
流
複
合
施
設（
８
テ
ラ
ス
）」が
着
工

　
　
　
　
　
　
　

● 

西
根
総
合
支
所
が
大
更
駅
前
地
区
に
移
転

　
　
　
　

７
月　

● 

地
域
新
電
力
会
社「
は
ち
ま
ん
た
い
ジ
オ
パ
ワ
ー
」を
設
立

　
　
　
　

12
月　

● 

田
山
パ
ー
キ
ン
グ
緊
急
入
退
出
路
が
完
成

令
和
７
年
８
月　

● 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

令
和
５
年
2
月　

● 「
は
ち
マ
ル
シ
ェ
」「
あ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ
」を
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　

● 

い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体
を
開
催

明
治
８
年　

・
浅
沢
村
、
岩
屋
村
、
五
日
市
村
が
合
併
し

　
　
　
　
　
　
「
浅
沢
村
」が
誕
生

　
　
　
　
　

・
荒
屋
村
、
曲
田
村
、
目
名
市
村
、
滝
の
又

　
　
　
　
　
　

村
が
合
併
し「
荒
屋
村
」が
誕
生

明
治
22
年　

・
田
頭
村
、
平
笠
村
が
合
併
し「
田
頭
村
」が

　
　
　
　
　
　

誕
生

　
　
　
　
　

・
平
舘
村
、
堀
切
村
が
合
併
し「
平
舘
村
」が

　
　
　
　
　
　

誕
生

　
　
　
　
　

・
寺
田
村
、
帷
子
村
、
荒
木
田
村
、
上
関
村

　
　
　
　
　
　

が
合
併
し「
寺
田
村
」が
誕
生

　
　
　
　
　

・
松
尾
村
、
野
駄
村
、
寄
木
村
が
合
併
し

　
　
　
　
　
　
「
松
尾
村
」が
誕
生

　
　
　
　
　

・
荒
屋
村
、
浅
沢
村
が
合
併
し「
荒
沢
村
」が

　
　
　
　
　
　

誕
生

昭
和
31
年　

・
大
更
村
、
田
頭
村
、
平
舘
村
、
寺
田
村
が

　
　
　
　
　
　

合
併
し「
西
根
村
」が
誕
生

　
　
　
　
　

・
荒
沢
村
、
田
山
村
が
合
併
し「
安
代
町
」が

　
　
　
　
　
　

誕
生

昭
和
36
年　

・
西
根
村
が
町
制
を
施
行
し「
西
根
町
」が
誕
生

平
成
12
年　

・
市
町
村
の
行
政
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

県
民
が
広
く
議
論
す
る
た
め
の
た
た
き
台

　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
岩
手
県
が「
岩
手
県
広
域
行
政　

　
　
　
　
　
　

推
進
指
針
」を
策
定
し
、
３
町
村
の
枠
組

　
　
　
　
　
　

み
に
よ
る
合
併
を
提
示
し
た

平
成
15
年　

・
西
根
町
・
松
尾
村
・
安
代
町
合
併
研
究
会
を

　
　
　
　
　
　

 

立
ち
上
げ

　
　
　
　
　

・
西
根
町
・
松
尾
村
・
安
代
町
任
意
合
併
協

　
　
　
　
　
　

議
会
を
設
立

平
成
16
年　

・
3
町
村
会
議
で
合
併
協
議
会
設
置
を
議
決

　
　
　
　
　

・
西
根
町
・
松
尾
村
・
安
代
町
合
併
協
議
会

　
　
　
　
　
　

を
設
立

平
成
17
年　

・
合
併
調
印
式
を
開
催

　
　
　
　
　

・
八
幡
平
市
施
行
を
総
務
省
が
告
示

　
　
　
　
　

・
3
町
村
で
閉
町
式
、
閉
村
式
を
開
催

八
幡
平
市
誕
生
ま
で
の
歩
み

▶▶旧西根町・旧松尾村・旧安代町は、平
成17年１月13日に合併協定調印式を行い、
56に及ぶ合併協定項目を盛り込んだ協定
書に署名し、調印した。

◀◀平成17年９月１日に、八幡平市が誕生。旧市
役所本庁舎（現 JA 新いわて八幡平支所）前で開庁
式を行い、関係者のテープカットで新市誕生を
祝った。八幡平市長選挙を実施するまでの市制を
担う職務執行者に佐々木正四郎氏が就任した。

令和４年 平成27年

20
年

礎

昭和61年10月に旧松尾村と旧田老町（現宮
古市）が締結し、積み重ねた姉妹都市交流
を、合併後も継続することを確認した。

桜が結ぶ縁をきっかけに、昭和63年１月に旧松
尾村と沖縄県名護市が締結し、積み重ねた友好
都市交流を、合併後も継続することを確認した。

市民の一体感の醸成を図り、市が理想のま
ちづくりを目指すため、八幡平市民歌を制
定。市民憲章推進大会で初めて披露した。

県が平成６年度に事業着手した国道282号
西根バイパスが、20年の歳月をかけて全線
開通し、パレードが行われた。

旧北森駅から約500㍍移動し、市役所新庁舎と
隣接した新北森駅が開業。同日には結のひろ
ばと交通広場を結ぶ「結ロード」も開通した。

「日本一のリンドウ産地」の礎を築いた𠮷池
貞藏氏に、市制施行後では初となる名誉市
民の称号を贈呈した。

平成26年 平成22年 平成19年 平成18年

平成17年

200520062007200820092010201120122013201420152016201720182019202020212022202320242025

平成17年平成18年平成19年平成20年平成21年平成22年平成23年平成24年平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年令和2年令和３年令和４年令和５年令和６年令和７年
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　平成8年に保育園に勤め始め、29年がたちました。この
間、子どもを取り巻く環境は大きく変わってきましたが、そ
の笑顔とあふれる元気は、今も変わりなく私たちにたくさ
んの幸せを届けてくれます。
　子どもを育てる保護者の皆さまも、かわいい我が子の笑
顔から元気をもらい、生きがいを感じ一生懸命に働き頑
張っています。私は、そんな温かく幸せな家族の姿に日々
触れることができ、心から感謝しています。
　子どもの笑顔があふれるまちに育った子どもたちが、大人
になった時に「八幡平市で育ってよかった！」と胸を張ってく
れるよう、微力ながら力を尽くしていきたいと思っています。

杉の子こども園　園長

遠藤 武
た け の り

敬さん＝松川＝
彩花園　BERRY　HAPPY

伊藤 マディソン・レイさん＝北村＝

　八幡平の山懐で育ち、この地でしかできない地熱蒸気染色
を生

なりわい

業に暮らしています。
　市内でも最も標高の高い山奥で暮らしているのではないかと
思いますが、ここで暮らし50年を過ぎると、不便さよりも恩恵の
方を感じるようになりました。とは言っても、都会と比べ、暮ら
していく上での便利さや仕事の上で劣ることも確かです。しかし
海外では、服飾関係の分野において、不便な地方や田舎でもブラ
ンドとして成功した企業もあるので私もそれを夢見ます。
　行政も含め、私たち市民も積極的に八幡平市のヒト、モノ、コト
の魅力の発信が必要と感じます。そうすることで、八幡平市の産
業のブランド化、高付加価値を認められる存在になると思います。

安比塗企業組合　代表理事

工藤 理
り さ

沙さん＝曲田横間＝

「ここで育って良かった」と
　胸を張れるよう力を尽くしたい

ヒト、モノ、コトの魅力発信で
産業のブランド化、高付加価値化を

　結婚を機に、婿入り先の農業を手伝うようになったの
がきっかけで、リンドウ栽培に取り組み始めました。現
在は義理の両親とは経営を分け、約一町一反歩の農地に
リンドウを栽培し、妻と二人の作業で年間35万本の切り
花を出荷しています。
　将来、子どもたちにもリンドウ栽培に取り組んでほ
しいなという願望はありますが、本人たちがやりたい
ことを選択すれば良いと考えています。
　働く場や買い物場所、飲食店なども含め、将来も住
みたいと思ってもらえるような地域になればと思う
し、そんな地域を作っていかなければと思っています。

　思ってもらえるような八幡平市に
名所や体験、食事、宿泊などが連携し

キッチンカフェかっぱ

小林 加
か な こ

奈子さん＝温泉郷＝

　昭和55年8月10日に両親が「御食事処かっぱ」を創業し、私
はお店を切り盛りする両親の背中を見て育ちました。社会人
となり、歯科衛生士として働いていましたが「お店を閉める」
という両親の言葉を聞き、家業を継ごうと決意。令和 4年 3
月にお店をリニューアルし、両親と共に再出発しました。
　両親が築き上げてきたものを大切にしつつ、自分の色もプラ
スしながら「また行きたい」と思ってもらえるお店作りを目指し
ています。また、県民の森の企画展に合わせ、コラボメューを
提供するなど、さまざまな場所や人とのつながりを大切にして
います。市内の観光地や飲食店など、点と点をつなぐ動きが活
発化し、観光地としてさらに盛り上がれば良いなと思います。

　結婚を機にアメリカから移住し、夫の実家が営むいちご
農家を一緒に手伝っています。全くやったことのない作業
ばかりですが、今は、次の季節に向けて、いちごの苗を楽
しみながら植えています。私と夫が家業を手伝うようにな
り、人出が増えたので、キッチンカーでけずりいちごの販
売を始めました。徐々にお客さんが増えてきて、うれしい
です。さらにたくさんの人に彩花園のいちごを食べてほし
いです。
　八幡平市は景色がきれいでとても良いまちだと思います。知
らない人にも笑顔であいさつをするところは、アメリカと似て
ます。良いところは、この先も無くならないでほしいです。

美しい景色や人柄は、
　無くならないで欲しい

りんどう専門部長

勝又 勝
か つ お

男さん＝荒屋新町＝

　お客様を迎えられるような観光地に
「将来も住みたい」と、子どもたちに

こ
れ
か
ら
も
―

進
み
続
け
る

進
JA新いわて花

か き

卉生産部会

自然、文化、食などの個性を熟成させて
　市の魅力を、濃い輪郭で描けるように

　漆を学ぶため奈良県から移住し、今年で22年になります。長
くここで塗

ぬ し

師として働いていますが、八幡平市は、きれいな
景色がずっと変わらずにあることがすごいなと感じます。
　自分たちが拠点とする安比塗漆器工房は、安代町時代から運
営主体が変わりましたが、漆器を作り、販路を拡大していくこ
とをずっとやってきました。自分たちが携わったのはこの一瞬
かもしれないけれども、荒沢漆器と呼ばれていた昔から続く漆
器文化を、次の世代が生

なりわい

業にしたいと思えるようにつないでい
きたいですね。市内の伝統や文化などの魅力をもっと熟成して
いって、市内外の人から「八幡平市って楽しいよね」って言って
もらえるようなまちになったら良いなと思います。

いちごの魅力をキッチンカーで広める

安比塗・漆器の良さを次代に伝える

「みんなの笑顔のために」がモットー

カフェ食堂と宿を両親と営む

㈱地熱染色研究所　染色作家

髙橋 一
か ず ゆ き

行さん＝松川国有林＝

地熱を使った唯一無二の染色技術で色彩を表現
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市役所からのHOT LINE

月9 28 [日]投票日は 午前７時から
午後６時まで

不
在
者
投
票

　
仕
事
・
通
学
な
ど
に
よ
り
市
外

に
滞
在
す
る
人
は
、滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま

す
。
事
前
に
、本
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。病
院

や
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、書
類
の
郵
送
に
は
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
で
任
期
が
満
了
す
る
八
幡
平
市
長
選
挙
お
よ
び
議
員
の
欠
員

を
補
充
す
る
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
・
開
票
が
9
月
28
日
㈰
に
行
わ

れ
ま
す
。
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
・
内
線
１
２
２
０
）

期日前投票所

10：00～11：00 平又長者前公民館前
11：30～12：30 目名市地区コミュニティセンター前

13：30～14：30 小屋畑公民館前
15：00～16：00 細野地区農村婦人の家前
16：30～17：30 安比高原集会所前
18：00～19：00 中沢自治公民館前

9/26（金）
９：00～10：00 山後公民館前
10：30～11：30 旧渋川小学校前
12：50～13：30 平舘高等学校　校舎前
14：00～15：00 若谷地自治公民館前
15：30～16：30 寺田新田　滝川様宅前
17：30～18：30 刈屋集落センター前

9/25（木）

9/27（土）　
期日前投票所（10：00～19：00）

・ベルフ八幡平

移動

臨時

投票所（8：30～20：00）

9/22（月）～27（土）
・八幡平市役所（本庁）
・西根地区市民センター
・安代総合支所

・大更コミュニティセンター
・田頭コミュニティセンター
・平舘コミュニティセンター
・寺田コミュニティセンター
・旧柏台出張所
・田山スポーツ交流館

9/25（木）～27（土）
期日前

住
所
要
件

年
齢
要
件

投
票
で
き
る
人

平
成
19
年
9
月
29

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

令
和
7
年
6
月
20

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
を
各
世
帯
に

郵
送
し
ま
す
。入
場
券
は
本
人
だ

け
が
使
用
で
き
ま
す
の
で
、家
族

の
入
場
券
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

9
月
28
日
に
仕
事
や
外
出
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、下
表

の
日
時
お
よ
び
場
所
で
、期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、9
月
27
日
午
前
10
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
、大
更
地
区
の

「
い
わ
て
生
協
ベ
ル
フ
八
幡
平

店
」に
臨
時
の
期
日
前
投
票
所
を

開
設
し
ま
す
。入
場
券
裏
面
の
宣

誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票

　

バ
ス
で
各
地
を
巡
回
す
る
移

動
期
日
前
投
票
を
実
施
し
ま
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

　

投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投票所がバスで巡回

八幡平市議会議員補欠選挙
八幡平市長選挙

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

戦
没
者
悼
み
平
和
誓
う

市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

　
市
は
戦
後
80
年
と
な
る
節
目
の

戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
日
程
で
開

き
ま
す
。
遺
族
会
員
以
外
で
参
列

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
22
日
㈬
午
前
10
時

開
始

場
所　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
10
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
1
1
1
5
）

　
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第

２
・
第
３
段
階
の
人
で
、
生
活
が

困
窮
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

と
認
め
ら
れ
た
人
の
保
険
料
を
下

表
の
と
お
り
減
額
し
ま
す
。

減
額
の
条
件　
次
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
人

⑴ 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

⑵ 

世
帯
の
年
間
収
入
が
1
2
0
万

円
以
下（
２
人
世
帯
の
場
合
）

※
世
帯
３
人
目
か
ら
は
１
人
に
つ

き
40
万
円
を
加
算

※
収
入
に
は
預
貯
金
、
年
金
、
仕

送
り
な
ど
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む

⑶ 

住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い

⑷ 

住
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共

に
し
て
い
な
い

⑸ 

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
、

な
お
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

申
請
に
必
要
な
物

▽
家
族
全
員
の
預
貯
金
通
帳

※
年
金
を
現
金
で
受
け
取
っ
て
い

る
場
合
は
、
年
金
の
額
が
分
か
る

書
類

▽
家
族
全
員
分
の
印
鑑

申
請
受
け
付
け　
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
４
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
減
額
で
き
る
の
は
10
月
31

日
㈮
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合（
☎
74
・
２
７
１
６
）ま

た
は
地
域
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
・
内
線
１
1
0
5
）

所得
段階

減額前
（年額）

減額後
（年額）

第２
段階 38,300 円 36,000 円

第３
段階 54,100 円 36,000 円

表 _ 所得段階ごとの減額措置

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

● 生
活
困
窮
者
の
負
担
軽
減

介
護
保
険
料
を
減
額
し
ま
す

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

冬
の
一
人
暮
ら
し
の
不
安

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
で
解
決

　
市
は
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
自
宅

で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
要
援
護

高
齢
者
の
一
時
的
な
生
活
支
援
の

場
と
し
て
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
居

住
部
門
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
利
用
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

所
在
地　
小
柳
田
2
1
0
番
地
１

定
員　
10
人
程
度

申
請
期
間　
９
月
19
日
㈮
か
ら
10

月
10
日
㈮
ま
で

申
請
先　
（
福
）安
代
会（
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
安
代
ま
た
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
り
ん
ど
う
苑
施
設
内
）

利
用
期
間　
11
月
1
日
㈯
か
ら
8

年
4
月
30
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
（
福
）安
代
会

（
☎
73
・
2
8
5
5
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

専
門
医
に
こ
こ
ろ
の
悩
み

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
は
こ
こ
ろ
の
病
気
や
悩
み
、

ひ
き
こ
も
り
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
医
師

に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

日
時　
10
月
28
日
㈫
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で

場
所　
市
役
所
相
談
室

申
込
期
限　
10
月
21
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
0
8
9
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

県
子
育
て
支
援
員
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
子
育
て
支
援
の
仕
事
に
関

心
を
持
ち
、
地
域
型
保
育
事
業
な

ど
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
県
子

育
て
支
援
員
研
修（
第
２
期
）の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

⑴
基
本
研
修

▽
オ
ン
ラ
イ
ン（
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
動
画
配
信
）研
修
＝
10
月

27
日
㈪
か
ら
11
月
18
日
㈫
ま
で

⑵
専
門
研
修

▽
集
合
研
修（
会
場
：
岩
手
産
業
会

館
）＝
11
月
19
日
㈬
午
前
９
時
45
分

か
ら
午
後
０
時
15
分
ま
た
は
午
後

１
時
45
分
か
ら
４
時
15
分
※
心
肺

蘇
生
法
の
み

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
＝
11
月
20
日

㈭
か
ら
12
月
26
日
㈮
ま
で

⑶
実
地
研
修

▽
見
学
研
修
＝
８
年
１
月
５
日
㈪

か
ら
２
月
27
日
㈮
の
う
ち
２
日
間

※
資
格
、職
歴
に
応
じ
て
研
修
が
一

部
免
除
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費
用　
無
料
※
講
義
資
料
や
交
通

費
、
通
信
費
は
自
己
負
担

申
込
期
限　
10
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
類
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
健
康
こ
ど
も
課
か
ら
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
８
月
７
日

号（
№
3
6
2
）の
7
㌻「
中
学
校

総
合
体
育
大
会
の
結
果
」の
う
ち
、

相
撲
男
子
個
人
無
差
別
級
の
氏
名

に
つ
い
て「
斎
藤 

煌
生（
き
ら

と
）」さ
ん
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は「
斎
藤 

煌
生（
こ
う

き
）」さ
ん
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

子
育
て
支
援
係（
☎
・
内
線

1
0
8
7
）
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市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

10
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

　
市
は
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

の
申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
８・
９
年
度
中
に
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業
者　
８・
９
年
度
中
に

市（
上
下
水
道
事
業
、病
院
事
業
を

含
む
）が
執
行
す
る
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
事
業
な
ど（
工

事
、
建
設
関
連
業
務
、
物
品
・
役

務
な
ど
の
全
て
の
事
項
）※
現
在

参
加
資
格
を
有
す
る
事
業
者
も
、

引
き
続
き
入
札
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法　

申
請
の
受
け
付
け

は
、
盛
岡
広
域
８
市
町（
盛
岡
市・

八
幡
平
市
・
滝
沢
市
・
雫
石
町
・

葛
巻
町
・
岩
手
町
・
紫
波
町
・
矢

巾
町
）合
同
で
受
け
付
け
ま
す
。申

請
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
受
付
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
９
月
中
旬
以
降
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

10
月
１
日
㈬
か
ら

10
月
31
日
㈮
ま
で

注
意
事
項

▽
申
請
内
容
の
訂
正
や
添
付
書
類

漏
れ
へ
の
対
応
な
ど
に
備
え
、余
裕

を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
盛
岡
広
域
内
の
他
市
町
へ
の
参

加
申
請
も
可
能
で
す
が
、
資
格
要

件
や
一
部
様
式
が
共
通
化
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
内
容
に
よ
っ
て
は
、
希
望

す
る
事
項
で
の
名
簿
登
録
と
な
ら

な
い
場
合
や
名
簿
登
載
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
シ
ス
テ
ム
の
操
作
説
明

　
市
内
に
本
社
・
本
店
を
有
す
る

事
業
者
を
対
象
に
、
受
付
シ
ス
テ

ム
の
操
作
説
明
を
行
い
ま
す
。
希

望
す
る
場
合
は
、
総
務
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場
＝
10
月
６
日
㈪
か

ら
10
月
９
日
㈭
ま
で
の
期
間
中
に

市
役
所
に
て
随
時
行
い
ま
す
。
時

間
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物
＝W

i-Fi

を
利
用
可

能
な
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
契
約
管

財
係（
☎
・
内
線
1
2
4
2
、

1
2
4
3
）

行
政
相
談
月
間
を
実
施

　
総
務
省
で
は
、行
政
相
談
制
度
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、９
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
㈮
ま
で
全
国
一
斉

に「
行
政
相
談
月
間
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。市
で
も
左
表
の
と
お
り
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

1
4
5
5
）

地区 担当 日程 時間 場所

西根 澤口 実
10月19日㈰ 10：00 ～ 15：00

大更コミセン
10月22日㈬ 9：30 ～ 12：00

松尾 髙橋 稲子 10月20日㈪ 9：30 ～ 12：00 市役所本庁舎

安代 山本 正信
10月28日㈫

9：30 ～ 12：00
安代総合支所

10月29日㈬ 舘市コミセン

表 _行政相談所開設日時と場所
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●

●

●
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就
農
希
望
者
向
け
の

相
談
会
を
開
き
ま
す

　
市
と
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
は
、
農
業
の
担
い
手
の
確

保
や
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

就
農
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人（
親
元
就
農
者
を
含
む
）

▽
市
で
就
農
を
希
望
す
る

▽
市
で
就
農
し
た
新
規
就
農
者（
就

農
開
始
５
年
以
内
で
就
農
時
49
歳

以
下
の
人
）で
、新
た
な
栽
培
品
目・

部
門
の
導
入
を
考
え
て
い
る

日
時　
10
月
２
日
㈭
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で

会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

申
し
込
み
方
法　
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、八
幡
平
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス（
75
・
2
2
6
9
）、

メ
ー
ル（CE0036@

pref.iw
ate.

jp

）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー

Facebook

ま
た
は
市
ホ
ー
ム

◢●●

●

●
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●
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●

●

　
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
が
、
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
し
た
い

こ
と
に
つ
い
て
、
無
料
の
行
政
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
１
日
に
、澤
口
実み

の
る

さ
ん

＝
中
関
＝（
西
根
地
区
担
当
）と
山

本
正ま

さ
の
ぶ信

さ
ん
＝
曲
田
横
間
＝（
安
代

地
区
担
当
）が
2
年
の
任
期
で
新
し

く
委
嘱
さ
れ
、松
尾
地
区
を
担
当
す

る
髙
橋
稲い

ね
こ子

さ
ん
＝
南
寄
木
＝
と

３
人
で
毎
月
１
回
地
区
ご
と
に
相

談
所
を
開
設
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

行
政
に
関
わ
る
悩
み
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か澤口 実さん山本 正信さん

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
同
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
農
林
課
の
窓
口
で
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
９
月
26
日
㈮
※
先
着

順
で
、
６
組
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
地

域
指
導
課（
☎
75
・
2
2
3
3
）、

農
林
課
経
営
支
援
係（
☎
・
内
線

1
3
4
4
）

詳細はこちら

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
八
幡
平
市
建
設
協
同
組
合
様
…

８
月
８
日
、
八
幡
平
ふ
る
さ
と
花

火
ま
つ
り
へ
の
財
源
支
援
に
と

40
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

◢●●
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●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

● 食
改
協
の
会
員
を
講
師
に

郷
土
料
理
を
学
ん
で
み
よ
う

　
市
と
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
、
市
民
を
対
象
に
、

郷
土
料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

地
域
の
郷
土
料
理
や
食
文
化
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
7
日
㈫ 

午
前
10
時

か
ら
午
後
１
時
半
ま
で

メ
ニ
ュ
ー　
舞
茸
ご
飯
、
柳
ば
っ

と
、
豆
腐
の
味
噌
田
楽

場
所
　
田
頭
コ
ミ
セ
ン

定
員　
10
人
※
先
着
順

参
加
費　
5
0
0
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
期
限　
9
月
30
日
㈫

申
し
込
み
方
法
　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
右
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
の
申
し
込
み
も
可
能

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
1
9
1
） 申し込みはこちら◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

配
慮
措
置
は
９
月
30
日
ま
で

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
引

き
上
が
っ
た
人
を
対
象
に
、４
年
10

月
か
ら
行
っ
て
い
た
配
慮
措
置
が

９
月
30
日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
外
来
医
療
費
の

１
カ
月
分
の
増
加
額
を

３
0
0
0
円
ま
で
に
抑
制
し
て

い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
、
自

己
負
担
限
度
額
1
8
0
0
0
円

の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合（
☎
0
1
9
・

6
0
6
・
7
5
0
7
）、
市
民
課
国

保
年
金
係（
☎
・
内
線
1
0
7
3
）◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

運
転
に
関
わ
る
悩
み
な
ど

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
高
齢
者
自
ら
が
体
の
状
態

や
運
転
技
術
を
把
握
す
る
機
会
と

し
て
、
岩
手
西
北
医
師
会
、
S
T

モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
滝
沢
市
と

共
催
で
、
い
き
い
き
ド
ラ
イ
ブ

C
a
f
e
を
開
き
ま
す
。

日
時　
10
月
１
日
㈬
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で

場
所　
S
T
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

北
校（
滝
沢
市
巣
子
1
6
9-

3
）

内
容

⑴ 

安
全
運
転
の
講
話

⑵ 

運
転
技
能
や
視
力
チ
ェ
ッ
ク

⑶ 

お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
情
報

交
換

対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民
と
そ

の
家
族

参
加
費　
３
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
地
域
福

祉
課
内
）（
☎
・
内
線
1
1
0
7
）

◢● ●
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●
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●

●

●

●

●

●

自
分
の
命
を
ク
マ
か
ら
守
る

予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と

　

県
全
域
に「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

出
没
に
関
す
る
警
報
」が
発
令
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
対
策

▽
屋
外
で
作
業
を
す
る
と
き
は
、

ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
を
携
帯
す
る

▽
刈
り
払
い
を
行
い
、
見
通
し
を

良
く
す
る

▽
家
屋
・
車
庫
・
物
置
な
ど
へ
出

入
り
す
る
と
き
は
、
室
内
に
侵
入

さ
れ
な
い
よ
う
に
施
錠
す
る

▽
残
飯
や
野
菜
ク
ズ
な
ど
、ク
マ
の

エ
サ
に
な
る
も
の
を
放
置
し
な
い

　

農
被
害
や
建
物
へ
の
侵
入
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
農
林

課
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
1
3
3
6
）

表 _ 外来医療の自己負担限度額（月額）
負担区分：一般Ⅱ

9月30日まで 10月1日から

18,000円または6,000円
＋（医療費－30,000円）
×10％の低い方の自己
負担額

18,000 円

　
毎
月
の
相
談
所
開
設
日
は
、情
報

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

髙橋 稲子さん
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毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

情報カレンダー もしもの時は10月19日9月22日

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） 小坂町診療所（☎29-5500）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）

盛岡市北地区（市外局番 019） かづのファミリークリニック（☎22-6080）
かねこ内科クリニック（☎647-3333） なかのクリニック（☎22-7335）
八角病院（☎682-0201）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ

日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。

▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

※市内医療機関による休日救急当番医の割り当てがない日は、ｶﾚﾝﾀﾞー に掲載さ
れている他市の休日救急当番医を確認してください。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
すみれ薬局（☎78-8075） 黒沢薬局（☎35-3200）
白樺薬局（☎74-3363） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
さいとう薬局（☎72-2130） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
大更調剤薬局（☎70-1320）
リリィ薬局西根店（☎78-8560）
柏台薬局（☎71-1001）

小児科・常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日 午前中
耳鼻科 毎週金曜日 １４：００～
循環器内科 毎週水曜日 １0：００～
小児科 毎週月～金曜日　　  9：００～
心臓・血管外科 第２木曜日 午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１・4木曜日　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日 １0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　  9：００～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

10月17日㈮ 
10：0０～15：００ 要相談 市民課（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 10月3日㈮ 
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）
人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070 ）

※行政相談はカレンダー内に記載しています。

市税納期（納期限9月30日）　固定資産税（第3期）、国民健康保険税（第3期） 市税納期（納期限10月31日）　市県民税（第3期）、国民健康保険税（第4期）

 小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■Tom's　Chat T i m e
15：15～16：00（図書館）

■市長選挙・市議会議員
補欠選挙投票日　7：00～
18：00（市内各投票所）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）かづの厚生病
院▶当番薬局（市内）大更調
剤薬局・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■図書館休館日 ■図書館休館日
■Hachimantaiクロスカン
トリー大会【受付】　8：00～

（市総合運動公園多目的運
動場）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）かづのファミ
リークリニック▶当番薬局

（市内）リリィ薬局西根店・
（鹿角）日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

■図書館休館日
■ 総 合 け ん し ん【 受 付 】　
7：00～9：30（ 市 役 所 多 目
的ホール棟）
■ 八 幡 平 山 賊 ま つ り
10：00～16：00（さくら公園）
※１３日まで

■図書館休館日
■市長杯争奪市民野球大
会【受付】　7：15～（中山野
球場）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづ
の薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■図書館休館日
■はちマルシェ　10：00～
16：00（フーガの広場、西根
総合支所駐車場）
■認知症講演会　13：30～
16：00（市役所多目的ホー
ル棟）

■図書館休館日
■特設行政相談　10：00～
15：00（大更コミセン）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（ 鹿 角 ）小坂町診療所
▶当番薬局（市内）柏台薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角薬
局
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小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■三行詩巡回展（平舘コミ
セン）※30日まで
■ 市 長 選 挙 ・ 市 議 会 議
員 補 欠 選 挙 期 日 前 投 票 　
※27日まで　詳細はP8参照

■秋分の日
■市役所閉庁日
■図書館休館日
■ 献 血【 受 付 】　9：30～
12：00、13：30～15：00（いこ
いの村岩手温泉ホテル）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（田山コミセン）
■のびのび健康体操教室　　
10：00～11：00（田頭コミセン）
■ カ ラ ダ ほ ぐ し 教 室　　
10：00～11：00（市総合運動
公園体育館）

■ 離 乳 食 教 室【 受 付 】
9：30～9：40（市役所多目
的ホール棟）
■らくらく筋トレ　　10：00～
11：00（安代地区体育館）

■Tom's　Chat Time
17：15～18：00（図書館）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）小坂町診療所
▶当番薬局（市内）すみれ薬
局、白樺薬局、さいとう薬
局・（鹿角）黒沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）

■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）

■ ス ポ ー ツ セ ミ ナ ー「ト
レーニング理論を学ぼう」　
18：30～20：00（市総合運動
公園体育館）

■三行詩巡回展（寺田コミ
セン）※14日まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■パークゴルフ選手権大
会【受付】　8：15～（田山グ
ラウンド）
■ ポ カ ポ カ 運 動 教 室　　
10：00～11：00（安代地区体
育館）

■図書館休館日
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホー
ル棟）
■１ 歳 児 健 診【 受 付 】
13：15～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■ ３ 歳 児 健 診【 受 付 】
13：00～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■ 基 本 け ん し ん【 受 付 】　
9：30～11：00、13：30～14：30

（市役所多目的ホール棟）
■ノルディックウォーキン
グ（ツアー）　　10：00～11：30

（県民の森）
■スポーツセミナー「アス
リートに必要な呼吸トレー
ニ ン グ」　18：30～20：00

（市総合運動公園体育館）

■ 基 本 け ん し ん【 受 付 】
9：30～11：00、13：30～14：30

（市役所多目的ホール棟）
■のびのび健康体操教室　　
10：00～11：00（田頭コミセン）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■スポーツの日
■市役所閉庁日
■図書館休館日
■だんぶりチャレンジデー
9：00～12：00（田山コミセン
ほか）

■博物館休館日
■図書館休館日
■らくらく筋トレ　　10：00～
11：00（市総合運動公園体
育館）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診

【受付】　14：00～14：15（市
役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）

■ ピ ラ テ ィ ス　　10：00～
11：00（安代地区体育館）
■スポーツセミナー「SAQ
ト レ ー ニ ン グ の 概 要」
18：30～20：00（市総合運動
公園体育館）

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）かねこ
内 科 ク リ ニ ッ ク、八 角 病
院・（鹿角）なかのクリニッ
ク▶当番薬局（市内）割り当
てなし・（鹿角）黒沢薬局
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※土曜・日曜日は閉庁日です

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
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よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（7月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

すこやかに

やすらかに

お幸せに

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数● 人口の動き【７月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 13,959（－2） 6,338（＋9）
松 尾 5,279（０） 2,698（0）
安 代 3，524（－13） 1,663（＋１）
合 計 22,762（－15） 10,699（＋10）
男 性 10,973（－13）
女 性 11,789（－2）

出生 9 死亡 28
転入 54 転出 50

項 目 7月 １月からの累計

人身事故 0（2） 11（13）
死 者 0（0） 0（1）
負 傷 者 0（3） 15（16）
物損事故 36（36） 304（288）
飲酒運転 0（0） 1（1）
火 災 1（0） 7（5）
救 急 104（102） 867（800）

「盛岡年金事務所」が
10月１４日に移転します

　日本年金機構盛岡年金事務所
は、10月14 日㈫から、下記に移転
します。
〒 020-0871　　盛岡市中ノ橋通1-6-8
　ｍｏｎａｋａ4階
　移転に伴い、通常の開所日に
あたる10月11日㈯は、移転作業
のため閉庁します。相談を行い
たい場合は、近隣の年金事務所
を利用してください。
問い合わせ先　同年金事務所

（☎019-623-6211）

お
知
ら
せ

県立博物館の運営に
あなたの意見を反映

　県教育委員会事務局では、県立
博物館協議会委員を公募します。
任期　12月23日㈫から2年間
公募期限　9月19 日㈮必着
問い合わせ先　同局生涯学習文
化財課（☎019-629-6182）

昭和40年に結婚した夫婦
結婚60周年を祝福します

　（福）市社会福祉協議会では、ダ
イヤモンド婚を祝う会への市内在
住の参加者を募集しています。
日時　11月13日㈭午前11時から
午後１時半まで
場所　いこいの村岩手温泉ホテル
会費　１人3,000円
申込期限　９月26日㈮
申し込み・問い合わせ先　地域
の民生委員、同協議会（☎74-4400）

金銭貸借・遺言などは
公正証書で安心確実に

　盛岡公証人会では、無料公証相
談会を開きます。※要予約
日時　10月１日㈬から７日㈫まで
の各日午前９時半から午後４時まで
場所　盛岡公証人合同役場
予約・問い合わせ・電話相談先　
同役場（☎019-651-5828）

女 性 司 法 書 士 に よ る
相 談 会 を 開 催 し ま す

　県司法書士会では、相続など法
律が関係する悩みを抱えた女性を
対象に無料法律相談会を開きます。
日時　９月23日㈫午前１０時から午
後1時まで　※午後0時半受付終了
相談方法　①面談相談（要予約）
②電話相談　☎019-656-0561
面談予約・問い合わせ先　同会
事務局（☎019-622-3372）

相続登記に係る講演会
困りごと相談所を開設

　総務省では、相続登記の義務化に
係る講演会と、弁護士などによるく
らしの困りごと相談所を開設します。
日時　９月30日㈫【講演会】午後1
時から2時まで　【相談所】午後２時
から４時まで　※いずれも要予約
場所　アイーナ501会議室
予約期間　９月16日㈫から26日㈮
予約・問い合わせ先　行政監視行
政相談センター（☎019-622-3470）

ひとり親家庭の悩み事
無料相談窓口で相談を

　ひとり親家庭等応援サポートセ
ンターでは、ひとり親やその家族
を対象とした相談に応じています。
相談日時　月曜日から金曜日ま
でと毎月第３土曜日いずれも午前
９時から午後５時１５分まで　
相談・問い合わせ先　同センター

（☎019-601-7021）※LINEも可

　県司法書士会、県土地家屋調査士
会合同で、無料相談会を開きます。
日時　10月4日㈯午前１０時から午
後3時まで　※午後2時半受付終了
相談会場　西根地区市民センター
電話相談　☎019-656-0561
相談内容　登記、境界問題など
問い合わせ先　県司法書士会事
務局（☎019-622-3372）

相 続 ・ 不 動 産 登 記 に
関 す る 相 談 会 を 開 催

空き家などに関する
無料相談会を開催

　宅地建物取引業協会盛岡支部で
は、空き家、不動産に関する無料
相談会を県不動産会館で開きます。
日時　10月7日㈫午前１０時から午
後３時まで
予約・問い合わせ先　同協会

（☎019-646-1111）

　県では、９月中旬から12月中
旬まで、土砂災害防止法に基づ
き、土砂災害による被害が生じ
る恐れのある場所への立ち入り
調査を行います。
　なお、今回の調査対象は建物で
はないため、調査員が家屋内に立
ち入ることはありません。
調査会社　㈱総合土木コンサルタ
ンツ　※身分証を携帯し調査します
問い合わせ先　岩手土木センター
河川砂防チーム（☎62-2888）

土 砂 災 害 警 戒 区 域 の
現 地 調 査 を 行 い ま す

平和と安全を守る防衛
医科大学生などを募集

　自衛隊では、①防衛大学、②防衛
医科大学の学生を募集しています。

試験日 申込期限
① 11月1日㈯ 10月16日㈭
②【医学学科】10月25日㈯ 10月8日㈬

【看護学科】10月18日㈯ 10月３日㈮
問い合わせ先　自衛隊協力本部盛
岡募集案内所（☎019-641-5191）

相
談

相
談

相
談

相
談

相
談

相
談

募
集

し
ご
と

募
集

　県では、希望郷いわて景観フォト
コンテストの作品を募集しています。
応募期限　10月31日㈮
問い合わせ先　県都市計画課景観
まちづくり担当（☎019-629-5891）

いわての魅力あふれる
景観などの写真を募集

募
集

お
知
ら
せ
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※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしました。
※※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称
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　～認知症の人やその家族を温かく見守る応援者～
　認知症サポーターボランティアになりませんか◤

詳細はこちら

　市は、認知症になっても安心して暮らせるま
ちを目指し、「認知症サポーターボランティア」
を募集しています。

どんな人が登録しているの？
　市内に在住する認知症サポーター（認知症サ
ポーター養成講座を受講したことがある人）で、
認知症についてもっと学びたい人、認知症サポー
ターとして活動したい人、自分の身近にいる認知
症の人についての悩みを共有したい人など、３０人
がメンバーとして登録しています。

活動内容は？
　市内各地で行われている認知症カフェ（通称

「ゆうゆうカフェ」）にスタッフとして参加してい
るほか、市の認知症普及啓発活動のお手伝い、認
知症が疑われる人の見守り活動などをしていま
す。例えば、認知症の人の買い物に同行し、支払

いの補助や袋詰めのお手伝いをしたり、ゆうゆう
カフェ参加への声掛けをしたり、個人または仲間

ゆうゆうカフェに参加

認知症サポーター養成講座とは
　認知症の基礎知識や認知症の人への対応方
法などを学ぶ講座です。
　学校や職場、サロン、老人クラブなど各種団
体からの受講申し込みを随時受け付けています。
開催を希望する日の１カ月前までに市地域包括
支援センターに申し込んでください。
　不明な点は気軽に相談してください。

と一緒に、自分のでき
る範囲で無理なく活
動しています。
　認知症サポーター
で、活動に興味のある
人は、ぜひ問い合わせ
てください。

◤
詳細はこちら

障害者手帳の取得に
必要な手続き方法が
分からない

医療費や生活費など、
経済的に不安

ヘルパーを利用したい
家族関係で悩んでいる

こんな悩みはありませんか

働きたいが、自分に適
した職が分からない

悩みごとは市の障害者相談員へ　市は、障がいがある人の地域活動の推進や生活
に関する悩みごとの相談に応じるため、身体障害
者相談員１人と知的障害者相談員２人を委嘱して
います。
　身体障害者相談員・知的障害者相談員は、障が
いのある人またはその家族からの相談に応じ、必
要な助言や指導を行うと共に行政機関などへのパ
イプ役として活動しています。
　相談は無料で、相談内容や相談者の身上、家族に
関する秘密は守られます。

◎身体障害者相談員
　池田 佐

さ え こ

江子さん＝寄木新田＝（☎76-4730）
◎知的障害者相談員
　熊澤 博

ひろし

さん＝上関＝（☎77-2435）
　伊藤 昇

のぼる

さん＝南寄木＝（☎76-3673）

障がい福祉ガイドブックを配布しています
　障害福祉サービスは、病気や障がいのある人が利
用できますが、障がいの内容や本人の状態によって
利用できる内容が違います。市では、サービスの内
容と手続きをまとめて掲載した「市障がい福祉ガイ
ドブック」を配布しています。ガイドブックを活用し、
自分に合ったサービスを利用してください。
▶ガイドブック配布・サービス利用相談窓口　

詳細はこちら﻿

　地域福祉課、西根・安代各総合支所、田
山支所※ガイドブックは、市ウェブサイ
トからもダウンロードできます。

　障がいの悩みごと・相談は障害者相談員へ

平高ＬＩＦＥ

滝川 和
と も き

絆 さん 
（普通科２年：西根一中出身）

野球の経験は問いません
一緒に白球を追いかけよう

硬式野球部部長

　
授
業
で
は
、
１
年
時
の
総
合
的

な
探
究
の
時
間
で
、
市
の
こ
と
を
、

よ
り
深
く
学
び
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
お
店
を
訪
問
し
、
話
を
聞
く

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
楽
し
く
充

　
野
球
部
は
単
独
で
の
チ
ー
ム
編
成

が
難
し
く
な
り
、
連
合
チ
ー
ム
を
組

み
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て
く
れ
る
の

で
、
技
術
の
向
上
が
で
き
ま
す
。
即

戦
力
と
し
て
活
躍
出
来
る
の
で
、
新

入
生
の
入
部
を
待
っ
て
い
ま
す
。

実
し
て
い
て
、
１
年
間
の
ま
と
め

に「
焼
走
り
熔
岩
流
」な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今

年
は「
八
幡
平
オ
リ
ジ
ナ
ル
ち
ゃ
ん

こ
作
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
、

地
元
の
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

積
極
的
に
参
加
し
活
動
し
ま
し
た
。

平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　

小
学
校
、
中
学
校
と
野
球
を

や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
つ

学
年
が
上
の
先
輩
た
ち
と
一
緒
に

野
球
が
し
た
く
て
入
学
し
ま
し
た
。

　
家
政
科
学
科
が
製
作
・
販
売
し

て
い
る
紫
薫
枕
の
評
判
は
と
て
も

良
い
で
す
。
枕
の
中
に
そ
ば
殻
と

紫
根
染
に
使
う
ム
ラ
サ
キ
の
根
が

入
れ
て
あ
り
、
自
分
も
使
っ
て
い

ま
す
が
、
寝
心
地
が
良
く
安
眠
効

果
も
得
ら
れ
最
高
で
す
。

　

将
来
は
、
父
と
同
じ
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

無
線
や
危
険
物
、
重
機
の
操
作
に

関
す
る
知
識
な
ど
必
要
な
資
格
が

取
得
で
き
る
よ
う
勉
強
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

平
高
に
入
学
し
た
理
由

平
高
推
し
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
夢
・
進
路

鋭いバッティングを見せる和絆さん

平高通信
TAIRADATE SENIOR HIGH SCHOOL

vol.66

　　　　　な平高の魅力を体験　

　本校生徒12人は８月４日、田頭小コミュニ
ティ・スクール連携事業として、田頭小・平笠小の
児童を対象に、田頭コミセンで開かれた「夏休み寺
子屋へGo」に、ボランティアとして参加しました。
　生徒は、児童が持ち寄った夏休みの課題に一緒に取り
組んだほか、家庭クラブ員が、八幡平に伝わる昔話「こ
めっことぬかっこ」の読み聞かせを行いました。最後は
みんなでおやつを作り、楽しい時間を過ごしました。
　児童の皆さん、次は冬休みの寺子屋で会いましょう。

昔話の読み聞かせをしました

　お土産で配った熔岩パンにも参加者は興味津々の
様子で、高校生活のイメージを膨らませる良い機会に
なりました。多くの中学生の入学をお待ちしています。

田頭・平笠小児童を対象に学習ボランティア

高校の雰囲気を肌で感じながら、普通科の授業を受けた参加者

　本校の１日体験入学は７月30日に行われ、市内
外の中学校から46人の中学生が参加しました。
　参加者は、事前の希望に従い、普通科と家政科
学科に分かれて授業を体験。普通科では化学式を
模型で組み立てる授業や、百人一首に関する古典
の授業を受けました。また家政科学科では、食物
調理技術検定３級の課題にもなっているキュウリ
の半

は ん げ つ ぎ

月切りのデモンストレーションを行ったほ
か、参加者はミシンを使い簡単に作れる防災
ティッシュケースの製作体験や、授業で学ぶ食品
の特質を活用したスイーツの試食会を行いました。

児童と一緒に課題を考える本校生徒

平高HP 平高note

【問い合わせ先】平舘高　☎74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

家政科学科の体験授業（デモンストレーションを見学）リアル

16No.363 2025（R7）．917



松尾鉱山資料館
TEL 78-2598

ホームページはこちら

ホームページはこちら祭りを盛り上げる影の立役者 - 厚生課 -

　松尾鉱山で行われる四大行事のひとつに山
さ ん じ ん さ い

神祭が
あります。会社の創立記念日である８月１日に行われ
る山神祭は、山

さ ん じ ん じ ゃ

神社を祀る祭典で、さまざまな催し物
が開かれました。厚生課職員は、野外舞台の設営や有
名歌手と楽団、芸人、民謡団を招いての公演準備など、
当日までの数日間は大忙しの日々を過ごし、祭りの主
役と言っていいほどの働きぶりでした。
　山神祭の名物の１つが、参道に飾られた絵柄入りのあ
んどんで、これを描いたのが厚生課勤務の諸

もろこしひろきち

越博吉氏で
す。松尾鉱山で読まれていた新
聞に掲載された作品から面白い
川柳を選んで和紙に写し、自己
流で絵や色彩を付け、墨で描き
ました。諸越氏が昭和24年から
39年まで一人で描き続けた特徴
的なあんどんは、参拝客の目を
大いに楽しませました。 参道に飾られたあんどん

　標高1,000㍍近い高地にあり、１年の半年
が冬という特異な環境にあった松尾鉱山。そ
こに暮らす人たちの生活面を幅広く支えて
働いた厚生課の仕事を写真や資料で紹介す
る企画展を開きます。

期　　間：９月２０日㈯～１１月３日（月・祝）
休  館  日：月曜日
　　　　　※月曜日が祝日の場合には翌平日
開館時間：９時～１６時３０分
入  館  料：無料

企画展では、諸越氏による絵入りの「あんど

ん」も展示します。思わず笑ってしまうよう

な、ユニークなあんどんを見に来てください。

企画展
「雲上の楽園生活を支えた厚生課」を開催

オームページはこちら

　新図書館は、３階の図書館のほか、2.5階の企画展
示スペースや、3.5階の岩手山View スペースなど、
多彩な利用が可能となります。また、新聞雑誌は利
用しやすい１階に、２階の市子育て世代活動支援セ
ンターにもフロア専用の絵本を配置します。

　地域活性、子育て支援、図
書館と、役割の異なる三つの
フロアを同じ事業者が管理
し、効率性と利便性を両立さ
せた施設運営を行います。

休 館 の お 知 ら せ

利便性と効率性を両
立
新施設にワクワク

その２

　市立図書館の移転に伴う準備のため、現図書館およ
び松尾・荒屋コミセン図書室での図書の貸し出しは、
８月31日で休止しました。
　９月は資料の返却と、館内の資料閲覧のみ可能で、10月
から12月までは館内の資料閲覧のみ可能です。なお、10月
以降は午後５時閉館となり、土・日曜日や祝日も休館し
ます。また、８年１月から３月までは終日休館します。

松尾コミセン図書室、荒屋コミセン図書室は
１月以降も閲覧可能です

３月31日まで
・終 日 休 館

９月30日・図書の返却受付 まで

12月27日 から

12月26日まで
・資 料 閲 覧 の み ９月１日 から

ご不便をお掛けしま
す

Vol.09ドコ
いこっか

八坂児童遊園
　今月は、西根地区にある
　　　　　　八坂児童遊園を紹介します。

八坂児童遊園

大更保育園

大更八坂神社

大更小学校

大更駅から車で約4分（1.2㌔）（大更八坂
神社となり）

八坂児童遊園へのアクセスなど

　八坂児童遊園は、昭和50年４月に市が開設した、
大更八坂神社に隣接する公園です。昨年10月には、
県塗装工業組合北岩手地区の組合員の皆さんが奉仕
活動として、さび落としやペンキ塗装を行い、遊具
をきれいにしていただきました。
　公園内には、ブランコや滑り台のほか、山型ラ
ダー、リング遊具などが設置され、遊具を使って、

さまざまな遊びが
できます。
　また、トイレや
木陰にはベンチな
ども設置されてい
るため、ひと休み
しながら遊ぶこと
ができます。

5 月に地域おこし協力隊「起業家支
援コーディネーター」として着任

した大
おおがき

垣由
ゆ う き

騎です。市主催のスパルタ
キャンプに参加したことをきっかけ
に、大阪府から移住してきました。

私 が取り組んでいるミッション
は「地域DX（デジタルトラン

スフォーメーション）」です。IT技術
を活用して地域の課題を解決し、地域
経済を活性化させることを目標として
います。
　着任後、現在までの活動では、市内
事業者の皆さんに向けて、パソコンへ
の手打ち入力を減らすことで、打ち間
違えや作業時間を削減する仕組みの提
案、広報動画の制作、人材採用・管理
業務の外注活用講座などを行いまし
た。今後は、AIを活用したより高度

今月の担当

大垣 由騎

Vol.115Vol.115

　企業の業務効率化に向けたサポート

な業務効率化・自動化システムの研究を
進めていくとともに、事業者だけでなく、
市民の皆さんにも、家計に役立つIT活
用講座などを企画していく予定です。

これまで、12年ほど中国の上海に住ん
でいた経験があるので、中国から

のインバウンド観光客への対応など、活動
の幅を広げていければと考えています。
　市内のどこかで見かけたら「広報はち
まんたいを見たよ」と気軽に声を掛けて
いただけるとうれしいです。よろしくお
願いします。

出身：大阪府
協力隊：１年目
ミッション：起業家支援
コーディネーター
休みの日は：ゴルフ、ラン
ニング

問い合わせ
はこちら

県
道
3
0
1
号

詳細はこちら

トイレの開放時間は午前８時から
午後６時までです。

水分補給を忘れずに

や中国語の通訳ができま
す。手伝えることがあった
ら、右記QRコードから気
軽に連絡してください。
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防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

知ってナ

ん
な
の
安
心

得ッ

み

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）　
※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市内で開かれるイベントなどを紹介します。
家族や友人を誘って遊びに行きませんか。ハチ推し

出発：平舘八幡宮

神
み こ し

輿を巡行します

　歴史ある平舘八幡宮例大祭
で、平舘コミセンから平館駅
までの区間を神

み こ し

輿が巡行しま
す。神

み こ し

輿巡行には、地区の子
どもたちも参加します。沿道
から声援を送りましょう。

時間：9：15～11：20（予定）

■問い合わせ先　平舘八幡宮事務局
　　　　　　　　（☎080-4511-9375）

9月

日21 ㈰

平舘地区の子どもたちも参加し

場所：岩手県県民の森
　　　森林ふれあい学習館フォレストi

県民の森の秋と啄木

　啄木ソムリエ・山本玲
れ い こ

子さんの解
説で、石川啄木が詠んだ秋の風景を
県民の森の自然と共に味わいます。
　期間中は八幡平温泉郷にある３軒
のカフェやレストランで啄木コラボ
メニューも味わえます。

■問い合わせ先　同学習館フォレストi
        （☎78-2092）

11月
日3 ㈪

まで

詳細はこちら

場所：市さくら公園イベント広場

山賊まつり
時間：10：00～16：00

■問い合わせ先　商工観光課（☎・内線1312）

10月
11 日～13

　市の特産品や農産物をはじめ、美味
しい秋の味覚が味わえます。宮古市（姉
妹都市）や沖縄県名護市（友好都市）か
らも出店するほか、ステージイベント
も多数予定しています。
　11日㈯には、松尾八幡平地熱発電所
の見学ツアーも行います。

場所：フーガの広場、
　　　西根総合支所駐車場

はちマルシェ

　本年で3回目となる「はち
マルシェ」。屋台やキッチン
カーのほか、花巻おもちゃ美
術館の出展、多数のアトラク
ションを予定しています。

10月

時間：10：00～16：00

■問い合わせ先　商工観光課
（☎・内線1311、 1317）

日18 ㈯

場所：曲田公民館～曲田正観世音神社

曲田先祓い

　「曲
ま が た さ き は ら

田先祓い」は、曲田正
せ い か ん ぜ の ん

観世音
神社の祭礼の日に見ることがで
きます。曲田地域へ伝播した時期
は不明ですが、他の先祓いより古
いのではないかと言われていま
す。兄川先祓いと同様に、刀を
持って舞う奉納舞です。

9月

時間：10：30～

■問い合わせ先　文化スポーツ課
　　　　　　　　（☎・内線1143）

日21 ㈰

市指定無形民俗文化財を見に行
こ

う

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、９
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

５
分
団
２
部
の
車
両
更
新

迅
速
な
活
動
に
力
を
発
揮

消防

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交通

消防車両の操作説明を受ける５分団２部の団員

　
市
消
防
団
第
２
方
面
隊
第
５
分
団
第
２
部

（
谷
地
中
・
湯
沢
）に
配
備
す
る
新
し
い
消
防

車
両
の
、消
防
団
へ
の
引
渡
式
を
７
月
31
日
、

市
役
所
本
庁
舎
前
で
行
い
ま
し
た
。

　
引
渡
式
で
田
村
泰や

す
ひ
こ彦

副
市
長
は「
こ
れ
ま

で
の
車
両
は
30
年
以
上
使
っ
て
き
た
も
の

で
、故
障
な
ど
も
あ
り
不
便
を
掛
け
て
き
た
。

引
き
続
き
市
民
の
生
命
、財
産
を
守
る
た
め
、

安
心
、
安
全
を
守
る
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」と
訓
示
。引
き
渡
し
を
受
け
た
米
田

兼か
ね
ひ
こ彦

団
長
は「
車
両
の
更
新
に
感
謝
す
る
」と

述
べ
る
と
と
も
に
「
新
車
両
が
配
属
さ
れ
る

第
５
分
団
は
、
操
作
に
熟
達
し
、
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、
有
事
に
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
と
は

歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断
の
実

践
と
、反
射
材
用
品
や
明
る
い
目
立

つ
色
の
衣
服
な
ど
の
着
用
促
進

な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
な
ど
の

根
絶
と
、
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の

徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

　
県
内
で
は
、８
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の

11
日
間
に
７
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
、県
警
で
は「
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」

を
発
令
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、運
転
時
や
歩
行
時

の
安
全
確
認
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

加
齢
や
病
気
な
ど
で「
運
転
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
」「
運
転
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
」な
ど
の
理
由
で
自
動
車
な
ど

許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
、
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
回
数
券（
１
万
200


円
分
）ま

た
は
タ
ク
シ
ー
券（
１
万
円
分
）の
い
ず
れ

か
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
申
請
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り

で
す
。

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署
な

ど
で
運
転
免
許
を
自
主
返
納

※「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」の
交
付
を
受
け
る
か「
運

転
経
歴
証
明
書
」（
交
付
手
数
料

１
１
０
０
円
）を
取
得

市
防
災
安
全
課
や
総
合
支
所
な
ど

の
窓
口
で
交
付
申
請

市
か
ら
申
請
者
あ
て
バ
ス
回
数

券
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
券
を
送
付

し
ま
す
。

※「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
の
写
し
」ま
た
は「
運
転
経

歴
証
明
書
の
写
し
」を
添
付

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
を
支
援

交通
　
市
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
、
75
歳

以
上
の
市
民
を
対
象
に
、す
べ
て
の
運
転
免

運
動
の
重
点
項
目

を
運
転
し
な
い
人

が
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
運
転
免
許

証
を
返
納
で
き
る

制
度
で
す
。

～案内人 啄木ソムリエ・山本玲子～

場所：松尾総合運動公園

市産業まつり20259月

20日㈯
時間 ：10：00～16：00

■問い合わせ先　商工観光課（☎・内線1321）
詳細はこちら地熱発電所見

学ツアーの詳
細はこちら

キッチンカーや屋台も多数

場所：松尾総合運動公園、アリーナまつお
時間 ：10：00～15：00
■問い合わせ先　市商工会青年部（☎76-2040）

人気イベント
　地域の産業や観光資源を広く紹介
する「産業まつり」を、大人気イベント

になった「わくわく
おしごとたんけん
広 場 」と同時 開 催
します。

Little Bee of Hachimantai
わくわくおしごと
たんけん広場
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上村地区資源保全会が13㌃の農地につ
くったヒマワリ畑の迷路を楽しむ松
尾保育所の園児（８月19日、野駄地内）

ダイナミックで趣向を凝らした大輪
の花がお盆の夜空を彩った（八幡平
ふるさと花火まつり、８月15日）

安代・田山小の児童が、安代りんどう
の収穫から出荷までの行程などを学
んだ（８月27日、りんどう学習「花育」）

舘市・五日市両地区の子ども約20人が、
米代川で川下りを楽しみながら交流を
深めた（７月27日、舘市地区振興協議会）

住民手作りの山車が寺田地区内を巡
行し、太鼓や笛の音、掛け声を響か
せた（７月17日、白坂観音例大祭）

７月29日で100歳を迎えられた加賀ハ
ツエさん＝南寄木＝これからもお元
気で（７月31日、松尾デイサービス）

子ども議会で行う質問の作り方を学ぶ児童

こんなまちだったら良いな
初開催の子ども議会に向け市内児童が事前研修

兄川先祓いの特徴である刀を用いた踊りを披露する踊り手

伝統の祭りで地域にぎわう
市指定無形民俗文化財「兄川先祓い」を披露

　兄川稲荷神社祭典は７月20日、兄川公民館と同神
社周辺で行われ、多くの人で賑わいました。
　祭典では、約20人の踊り手が「みこしが通る道を舞に
よって祓い清める」という由来を持つ「兄川先

さ き は ら

祓い」を
披露。太鼓や笛の音に合わせ、８つの演目を勇壮に踊
り、見守る地域の人や見物客などを魅了しました。
　兄川先祓いの発祥は定かでありませんが、言い伝え
によれば、地域に宿場ができたことを記念し、同神社祭
典で先祓い舞などを踊ったのが始まりとされています。

　自分が普段から感じていることを質問し、意見を表
明する場として11月15日に開かれる「子ども議会」の事
前研修会は８月１日、市役所大ホールで行われました。
　研修会には市内小学校の児童20人が参加。児童は、
市議会の役割などを学んだ後、子ども議会での質問
を考えるグループワークに取り組みました。
　木元咲

さ く や

陽さん（田山小６年）は「疑問に思ったことを
文章にすることは難しかったけど、質問を作る作業は
順調に進んで良かった」と安堵の笑みを浮かべました。

旧友との思い出掘り起こす
浅沢小閉校時埋蔵のタイムカプセルを開封

　平成14年度末で閉校した旧安代町立浅沢小の閉校
記念事業として埋蔵されたタイムカプセルの開封式
は８月14日、浅沢コミセンで行われました。
　コロナ禍のため３年延期して開かれた式には、当時の
在校生ら約30人が参加。収められていた作文などを見なが
ら、23年前を懐かしみました。当時３年生で、現在はジムを
経営している山本雄

ゆ う た ろ う

太郎さんは「小さい頃はオリンピッ
クに出たいと思っていた。収めた運動着を見て、当時の思
いがよみがえってきた」と記憶を思い起こしていました。

佐々木市長へ優勝の報告と次戦への決意を述べる生徒たち

　第72回県中学校総合体育大会相撲競技の団体戦で
優勝した地域クラブ「寺田道場」の選手が7月25日、
佐々木孝弘市長を表敬訪問しました。
　斎藤煌

こ う き

生さん、佐々木大
ひ ろ と

翔さん、千葉瑛
え い た

太さん、
畠山空

く う と

士さん（いずれも西根一中）と、雫石中の生徒
をメンバーに、寺田道場としては２年連続の団体優
勝を成し遂げました。
　斎藤さんは「土俵際の詰めを意識して練習し、東北
大会、全国大会に臨みたい」と力を込めました。

東北・全国に向け力強く決意
県中総体相撲競技で昨年に続き寺田道場が団体優勝

大太鼓を打ち鳴らし、掛け声を挙げる田山本村の太鼓行列

　田山地区の送り盆の伝統行事「田山ぶっこみ太鼓」
は８月 １６日、田山保育所とその周辺で行われました。
　ぶっこみ太鼓は、同地区内の本村で行われる盆踊りに先
立って披露される太鼓と提灯の行列です。大太鼓を打ち鳴
らし、声を上げて各集落から会場に進んだ迫力ある行列が、
地区内に盆踊りの始まりを告げました。保存会会長を務め
る米川明

あきひこ

彦さんは「市無形民俗文化財に指定されたからか、
今年は見に来る人が多い気がする。次の世代につなげるた
め、若い人たちに太鼓を教えていきたい」と力を込めました。

山間に響く送り盆伝統の音色
田山地区で市指定無形民俗文化財「ぶっこみ太鼓」披露

開けられたカプセル内の品々を懐かしむ参加者

バルーンを見上げ、歓声を上げる平舘小の児童

　平舘小は 8月21日、本年度、学校創立１５０周年を迎え
る記念事業の一環として、風船に願いを込めて空高く
飛ばすイベント「バルーンリリース」を行いました。
　バルーンリリースには全校児童９3人と教職員が参
加。「平舘小学校おめでとう」の掛け声で、風船から
手を離すと、ゆっくりと舞い上がった風船に、児童
は歓声を上げました。
　明治８年に開校した同小は、１１月１日に記念式典
を開催する予定です。

学校創立150周年を迎える平舘小が記念事業
希望乗せ、天高くどこまでも
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は
た
け
や
ま
・
し
ゅ
う
え
つ 

75
歳 

＝
曲
田
横
間
＝
　

畠
山 

修
悦 

さ
ん

横
間
虫
追
い
祭
り（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

保
存
会
会
長

虫追い行列で担ぐ、鬼を模した人形
を、出発前に確認する畠山さん（左）

と
い
う
。
ま
た
、
祭
り
に
関
わ
り
始

め
た
の
は「
当
時
、
大
工
と
し
て
働

い
て
い
た
せ
い
か
、
先
輩
に
教
え
ら

れ
な
が
ら
、
人
形
制
作
に
携
わ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
」と
も
。
今
は
、
人

形
制
作
に
使
う
稲
わ
ら
は
、
自
分
の

田
ん
ぼ
で
収
穫
し
た
も
の
を
使
い
、

着
せ
る
タ
ス
キ
は
、
マ
ン
ダ
の
木
の

皮
を
用
い
、
自
ら
制
作
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り「
祭
り
に

は
、
40
年
ぐ
ら
い
し
か
携
わ
っ
て

ね
ぇ
け
ど
、
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
な
ぁ
」と
感
慨
深
げ
。
祭
り
を

若
い
人
に
伝
え
よ
う
と
、
教
え
な
が

ら
準
備
に
当
た
る
が「
さ
っ
さ
と
準

備
す
る
の
で
、
見
て
い
て
気
持
ち
が

良
い
」と
感
心
す
る
。　

　
人
が
減
り
、
行
列
を
な
す
人
数

は
少
な
く
な
っ
た
。
祭
り
の
維
持

　
「
今
年
も
祭
り
を
無
事
に
開
催
で

き
て
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
る

の
は
、
７
月
20
日
に
行
わ
れ
た
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
横
間
虫
追

い
祭
り
」の
保
存
会
会
長
を
昨
年
か

ら
務
め
て
い
る
畠
山
修
悦
さ
ん
。

「
祭
り
で
使
う
人
形
の
制
作
を
専
門

で
や
っ
て
き
た
自
分
は
、
会
長
を
や

る
タ
イ
プ
で
ね
ぇ
ん
だ
け
ど
。
地
区

の
伝
統
行
事
を
守
る
た
め
に
、
頑
張

ら
ね
ぇ
と
、
と
思
っ
て
」と
語
る
。

　

安
代
町
史
に
よ
れ
ば
、
祭
り

は
、
天
明
３（
１
７
８
３
）年
の

飢き
き
ん饉

の
際
に
山や

ま
ぶ
し伏

が
現
れ「
五
穀

は
大
変
だ
が「
市
外
に
働
き
に
出
て

い
っ
た
人
が
、
祭
り
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
連
れ
で
帰
っ
て
来
て
く
れ

る
の
が
嬉
し
い
」と
目
を
細
め
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
休
ん
だ
が
、去
年
、今

年
と
、お
客
さ
ん
を
招
い
て
開
催
し
、

祭
り
は
取
り
戻
し
た
。来
年
は「
も
っ

と
良
い
祭
り
に
」と
考
え
て
い
る
。

「
人
が
い
な
く
て
大
変
だ
け
ど
、
ま

あ
、
頑
張
ん
の
よ
」と
力
を
込
め
る
。

豊ほ
う
じ
ょ
う穣
」と「
悪あ

く
び
ょ
う
た
い
さ
ん

病
退
散
虫む

し
お追
い
」を

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
悪

い
虫
を
は
ら
う
鬼
を
模
し
た
男

人
形
・
女
人
形
を
掲
げ
た
行
列

を
作
り
、
か
ね
や
太
鼓
を
鳴
ら

し
な
が
ら「
五
穀
豊
穣
、
稲い

な
む
し虫
は

ら
え
、
豊
作
祭
り
や
ー
」と
集
落

を
練
り
歩
く
、祈
り
の
行
事
で
す
。

　
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
祭

り
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は「
働
き
始

め
て
か
ら
だ
な
ぁ
」と
い
う
畠
山
さ

ん
。「
昔
は
大
人
だ
け
で
や
っ
て
た
ん

じ
ゃ
ね
ぇ
が
な
。
小
さ
い
こ
ろ
は
行

列
に
参
加
し
た
記
憶
が
ね
ぇ
も
ん
」

横
間
の
伝
統
を
つ
な
ぎ
た
い
。
そ
の
一
心
で
　
　

　昭和24年生まれ。勤め先を退職した現在は、リ
ンドウ、水稲栽培を「自分の楽しみで」行っている。
　今年は息子に譲ったが、長年、行列の先
頭に立ち「五穀豊穣、稲虫はらえ、豊作祭
りや ー」と掛け声を切り出す役を務めてき
た。「青空の下で、大きな声を出して歩く
のは気分が良いもんだよ」と笑顔を見せる。

※行列の様子は先月号の「広報はちまんたい」表紙を参照

※

・
・

輝　
　

人

ラリ
キ

第

回
145

「何としても横間の伝統をつなぎたい。 その思い
一心でやっています」﻿と語る畠山さん

※シナノキ（マダとも呼ばれる）

※

▪
編
集
後
記

▽
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、

表
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
表
紙

を
見
て
、
ま
ず
は
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
も
っ
と
本
市
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

智〇

▽
白
坂
観
音
例
大
祭
を
取
材
。昨
年
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
山

車
巡
行
を
、撮
影
の
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、よ
う
や
く
カ
メ
ラ

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。間
近
で
見

た
山
車
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
撮
影
し

た
巡
行
の
様
子
は
、市
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。   　
千○
○

※
8
月
15
日
の
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
様
子
は
10
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。


